職務経歴書

        

2022年XX月XX日現在         

氏名：XX　XX
■　職務概要
	○○大学○○学部を卒業後、○○に入社。一貫して地方自治体のシステム支援に携わる。○○部門に配属され、要件定義、基本設計、開発、テストを○年担当。


■　職務経歴
勤務先名：○○株式会社 　 　（勤務期間：XX年XX月XX日～現在）
◆事業内容：○○
◆資本金：○○万円　　　　　◆従業員数：約XX人（XX年XX月XX日時点）
	期間
	担当業務（プロジェクト内容）
	開発環境等
	組織/役割

	2021年4月

　　　～

2022年12月
	地方自治体のシステム支援／○○開発
～のプロジェクトに参画。
～など、市民生活を支えるプラットフォームの開発に取り組みました。
【担当フェーズ】

要件定義、設計、開発
【担当業務】
管理者用システムの設計・開発・運用。要件定義や問い合わせ対応も含めて、管理者システム全般に携わりました。
要件定義・システム設計
クライアント対応チームとコミュニケーションをとりながら、システムの要件定義や設計を行いました。管理者システム担当として、開発工数とのバランスを取りながら仕様を提案。
システム開発・テスト
新規機能・追加改修のコーディングや、協力会社の受入テストを担当。

【役割】
メンバー。
【実績】
新入社員研修後に所属した４人のチームでは、自分より指示系統が上位のメンバーのタスクを巻き取り、作業負荷軽減に貢献。アサイン当初は、１名のリードが３名のスタッフに指示を出しチーム内外の運営を行っていましたが、私の成長に伴い、スタッフの１人がチーム内をまとめるサブリードとなり、リードがチーム間やクライアントとの調整に集中できるように。結果として、チームの運営効率が向上しました。
	Windows

Java
JavaScript
	役職：メンバー
PJ要員：X名


■　保有資格

・XXXXXXXXXXXX （XXXX年X月）
■　テクニカルスキル
・OS：Windows(X年)、Linux（X年）、Macintosh（X年）
・開発言語：Java（X年）

・DB：Postgres SQL（X年）
■　得意分野

・○○
・○○
■　自己ＰＲ

＜コミュニケーション能力＞

所属するプロジェクト内に３つのチームがあり、自チーム以外の2チームに、それぞれ１か月ほどヘルプとして配置されました。配置先のチームでは密なコミュニケーションをとり、早期キャッチアップ・手戻りの少ない作業を評価いただき、昇進に繋がりました。また、入社１年目でXXXを創設し、XXXとして活躍。新しい環境でも、他者とコミュニケーションを取り、結果に繋げていくことに自信があります。
＜素早いキャッチアップ力＞

上記記載の通り、他チームへ配属された場合も、１か月以内に結果を出すことができました。また、新入社員研修のJavaトレーニングで、IT未経験入社にもかかわらず25人中5人の優秀者に選出されました。チームメンバーから解法のレクチャーをお願いされ、プログラミング学習会を主催。チームの平均点が約30/100点上昇しました。未経験の分野への知識吸収の早さには自信があります。
＜クライアント目線での設計力＞

自治体向けのシステム開発では、クライアントの利用シーンを想定しながら設計を行うことを心掛けました。画面デザイン修正案なども積極的にチームリードに提案し、ユーザ満足度向上に寄与。設計から開発・テストまで担当した機能では、導入後に自治体から大きなトラブルや問い合わせがなく、システムの安定稼働に貢献しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以上
業務内容をざっくりまとめる





仕事内容をまとめる





実績をまとめる。


初めて読む人にも伝わりやすいように、できる限り数値を用いる。





あまり、限定せずに簡潔に！





「即戦力」をアピールできるような内容を記載する。数値的に示せると、成果の再現性もアピールできる








